
６／24（土）の行事 【道庁プレスリリース】

報道発表資料の配付日時 ６月16日（金）15時00分

発 表 項 目

「農村ツーリズム現地講座」の開催について
（ 行 事 名 ） ～体験して！味わって！見て！知って！交流して！農村ならではの魅力を再発見！～

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

道では、農山漁村の豊かな自然や食、歴史・文化などの地域資源を活用し、
概 要 農業や観光業など多様な主体が地域ぐるみで旅行客を受け入れる「農村ツー

リズム」を「農たび・北海道」の愛称とともに推進しています。
この取組の一環として、都市部で学ぶ学生が農村地域を訪問し、田園の風

景や農作業体験を通じて農村地域への理解を深め、更に若者の新鮮な感性を
活かしてＰＲポスターなどを製作して、都市部の方に農村ツーリズムの魅力
を効果的に情報発信するとともに、農村ツーリズムに取り組んでいる方自ら
が交流を通じて農村地域の魅力を再発見するために「農村ツーリズム現地講
座」を開催します。

記

１ 日 時：令和５年６月２４日（土）9：35～14：20
２ 場 所：増田農園（石狩市八幡町高岡94-6)

古民家Solii（石狩市八幡町高岡103-3）
３ 主 催：北海道農政部農村振興局農村設計課
４ 参加者：札幌大谷大学 ２６名（学生23名、教員３名）

芸術学部学生及び担当教員
５ 現地研修内容：

①体験の楽しさを!
・増田農園の園主から､『体験』の楽しさを学ぶ青空授業
・プロの指導を受けながら、『ミニトマトの苗植え作業』を実体験

②食の美味しさを!
・飲食店｢おかずの駅ほっ｣の店主から､地域の新鮮食材を使ったその地

域ならではの『食』の美味しさを学ぶ青空授業
③古民家での宿泊の魅力を！

・築100年の古民家を宿へ再生させた理事長から、『宿泊』の魅力を学
ぶ授業

・木造のぬくもりを感じさせる魅力ある古民家の宿『Solii』を見学
※ 北海道と札幌大谷大学は、「農村ツーリズム」のロゴマークである「農

たび・北海道」を連携して作成したことをきっかけに、農村ツーリズ
ムを推進するため、「農村ツーリズム（農たび・北海道）連携事業」
を実施しています。
・都市部の方へ農村ツーリズムのＰＲを図る効果的な情報発信の検討
・農村ツーリズムに取り組む方との交流等による農村への理解促進
・農村ツーリズムに取り組む地域のメニューの充実

参 考 ・農村ツーリズム現地講座の行程表は、別紙のとおり

報 道 ( 取 材 ) ・農村地域の理解を深めるため、地域関係者と意見交換を行いますので、積
に 当 た っ て 極的な取材をお願いします。
の お 願 い ・取材に当たっては、現地に直接、お越しください。

・事前連絡は不要です。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 農政部農村振興局農村設計課（農村活性化係 小笠原 聡彦）
（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ０１１－２０６－６４９０（直通）

０１１－２３１－４１１１（代表）27-855（内線）



農村ツーリズム
（農たび･北海道）

札幌大谷大学

in 栗山町

時 間 農村ツーリズム現地講座内容
9:35～ 開会（主催者挨拶）(場所：増田農園（石狩市八幡町高岡94ｰ６))
9:40
～11:40

①体験の楽しさを！（場所：増田農園（石狩市八幡町高岡94ｰ６))
・増田農園の園主から､『体験』の楽しさを学ぶ青空授業
・プロの指導を受けながら、『ミニトマトの苗植え作業』を実体験

11:40
～12:40

②食の美味しさを！（場所：増田農園（石狩市八幡町高岡94ｰ６))
・飲食店｢おかずの駅ほっ｣の店主から､地域の新鮮食材を使ったその地域なら
ではの『食』の美味しさを学ぶ青空授業

バス移動（増田農園から、古民家の宿 Soliiへ）

12:50
～14:20

③古民家での宿泊の魅力を！(場所:古民家Solii（石狩市八幡町高岡103-3))
・築100年の古民家を宿へ再生させた理事長から､『宿泊』の魅力を学ぶ授業
・木造のぬくもりを感じさせる魅力ある古民家の宿『Solii』を見学

＜令和５年６月24日（土）行程表＞

③古民家で「宿泊」の

魅力に触れる！

②その地域で「食」の

美味しさを味わう！

本講座終了後は、
五感で気づき・学んだことをもとに
学生がＰＲポスタ―を製作！
農たび・北海道の魅力を
都市住民に情報発信し

都市と農村の交流を促進します！

主催：北海道農政部農村振興局農村設計課

①農作業で「体験｣の
楽しさを体感！
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